
千葉県文化財センター調査報告第282集

成田市松崎遠原遺跡

一千葉県立成田園芸高等学校情報科学科棟埋蔵文化財調査報告書一

平成 8年 1月

千葉県教育委員会

財団法人千葉県文化財センター



成田市松崎遠原遺跡

一千葉県立成田園芸高等学校情報科学科棟埋蔵文化財調査報告書-

千葉県



序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想、の、福養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され

て以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の

発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第282集として、千葉県

立成田園芸高等学校情報科学科棟建設に伴って実施した成田市松崎

遠原遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、埴輪が出土したほか、奈良時代の竪穴住居跡や溝

状道路跡が検出されるなど、この地域の古墳時代や奈良時代の歴史

を知る上で貴重な成果が得られております。この報告書が、学術資

料として、また、郷土の歴史に対する理解を深めるための資料とし

て広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成 8年 1月31日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長中村好成



凡例

1 本書は、千葉県教育庁管理部施設課による千葉県立成田園芸高等学校情報科学科棟建設に伴う埋蔵文

化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県成田市松崎字遠原3-31ほかに所在する松崎遠原遺跡(遺跡コード211-

060)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県教育委員会の委託を受け、財団法人千葉県文化財セン

ターが実施した。

4 発掘調査及び整理作業は、調査研究部長西山太郎、成田調査事務所長石田鹿美の指導のもと、主任技

師井上哲朗が下記の期間に実施した。

発掘調査平成 7年6月1日-----6月30日

整理作業平成 7年7月1日-----7月31日

5 本書の執筆は、主任技師井上哲朗が行った。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化課、同管理部施設課、千葉県立

成田園芸高等学校の御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第 1図国土地理院発行1/25.000地形図「成田J(~1-54-19-10-3) 

第 2図成田市役所発行 1/2.500都市計画図「成田市 24J

8 周辺地形航空写真は、京葉測量株式会社による平成 2年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

10 本書で呼称した遺構番号は、編集の都合上、調査時の番号と異なる。

11 挿図に使用したスクリーントーン及び記号の用例は、次のとおりである。

日 カマド袖部(砂質粘土) 土師器

田 カマド火床部 須恵器

硬化面 。 土製品、石製品
ー"""""'"ιι以
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I はじめに

1 .調査の経緯

千葉県立成田園芸高等学校では、平成 8年度に情報科学科の設置が予定され、それに伴い千葉県教育庁

管理部施設課によって敷地内に新校舎(情報科学科棟)の建設が計画された。建設予定地が周知の遺跡内

にあることから、千葉県教育委員会は記録保存の措置をとることとし、平成 7年6月から財団法人千葉県

文化財センターが発掘調査を実施した。

2.遺跡の位置と環境

松崎遠原遺跡は成田市北西部、印膳郡栄町との境界近くに位置する標高30mほどの台地上に立地する。

西側には印膳沼及び沖積地が広がり、北側から東側は利根川へ流入する根木名川及びその支流が形成した

樹枝状の谷津が入り込む。

本遺跡の約300m東側を通る県道成田安食線の建設に際して、昭和61年度から平成 2年度にかけて数か所

の遺跡の発掘調査が実施された。以下、この成果を中心に、本遺跡で検出された縄文時代、古墳時代後期、

奈良 ・平安時代、中世について当地域の歴史的環境を概略することとしたい。

縄文時代の遺物は全遺跡から出土している。草創期は上福田和田谷津遺跡、早期は松崎播磨遺跡、後期

は下福田稲荷原遺跡、松崎播磨遺跡の加曽利B式が顕著である。竪穴住居跡は下福田稲荷原遺跡で 5軒、

烏内遺跡で8軒が検出されている。



古墳時代後期には印膳沼を望む台地縁辺部に多数の古墳が築造された。本遺跡の北西約2切には県内最

大規模の龍角寺古墳群、西側約 lkmには大竹古墳群、西側に隣接して上福田古墳群などが存在する。また、

北西約 3kmには 7世紀後半の創建と推定される龍角寺が、北西約2.5畑地点には埴生郡街推定地がある。古

代松崎地域は印膳郡玉作郷の一部に比定され、 7世紀から 8世紀にかけては畿内勢力と密接に関係したと

考えられている。成田安食線関係遺跡では、上福田和田谷津遺跡、仲兵遺跡、松崎播磨遺跡、烏内遺跡で

8世紀の竪穴住居跡が検出されている。

中世には埴生庄松崎郷、福田郷地域と考えられ、各遺跡で溝や土坑群が検出されている。松崎播磨遺跡

の台地整形区画及び内部の土坑群は、中世集落が近在したことを推測させるものである。

よ ぐ
縄文時代

古墳時代後期~平安時代 中 世
草創期 l早期 l前期 l中期:後期

上福田和田谷津遺跡 。 lム:iQ) 竪穴住居跡 2(7C 前、 7C後~8C初) 溝

掘立柱建物跡 2

上福田保町遺跡 ム ム 。竪穴住居跡 1(7C前~中) 溝・土坑群・ピット群

仲兵遺跡 。ム 。。竪穴住居跡 1(8C代)

下福田稲荷原遺跡 ム ム ， ム ム:iQ) 祭杷遺構 1 溝・土坑群

上福田13号墳 ム o ム o 方墳 1(7C後)

松崎播磨遺跡 iQ):iQ) ム:iQ) 竪穴住居跡16(7C 中~9C初)

烏内遺跡 :。 竪穴住居跡27(7C~9C 末) 溝・台地整形区画・地下式坑

第 1表成田安食線関連遺跡概要(ム:縄文土器 1~9 点、 0: 10~19点、(Ql : 20点以上)

(財団法人千葉県文化財センター『主要地方選成田安食線地方道道路改良事業に伴う埋蔵文化財調査報告書IU1993年 から作成)

一 2



11 検出遺構

本遺跡の調査は、校舎側のA区 (45m2) と道路を挟んだ農場内のB区 (999m')部分に分かれる。

遺構はB区のみで検出された。トレンチャーによる撹乱が激しいが、縄文時代炉跡 1基、奈良時代竪穴

住居跡3軒、奈良時代溝状道路跡 1条、中世柱穴跡8基、中世土坑4基が確認された。このうち、縄文時

代炉跡については明確な時期は確定できない。竪穴住居跡及び溝状道路跡については、覆土内遺物から 8

世紀初頭と判断した。また、中世遺構については、その形状から柱穴跡と土坑に区別し、形状及び出土遺

物から中世 (15世紀代)と判断した。

なお、調査時に付けた遺構番号は、本書では一部以下の様に変更した。

S K02→S K02・03・P05、SK03→S K04、SK04→P07・08、SK05→P06 

A区(第3図、図版 2) 

まず、調査範囲45m'の中にほぽ南北に長いトレンチ (1mX 5 m) を設定し、土層を確認した後、残り

の部分を掘り下げた。地表から 1mほどまでは砂、砕石、ロームブロック、黒褐色土などが堅く圧縮され

た層が重なっており、明らかに近年の盛土であることが確認された。それより下は盛土以前の現代表土層、
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5m S 1 3 回
(A区トレンチ)

l 現代的盛土層 砂・砕石・ロームプロソク・黒褐色土が圧縮きれたE層

2 暗褐色土層 盛り土前向現代表土層(以下自然層)

3 黒色土層 暗褐色土粧斑状に$く古む

4 明掲色土層 ソフトローム層への漸梓層
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第3図調査区全体図
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I 黒褐色土層 ロームの徹位ー径5田町瞳少量音む{畑耕作土)

2 黒褐色土層 ロ-.b.町徴位ー径5回同位少量、時銅色土位班杭に少量宮む

3 暗褐色土層 黒色土佐+ローム偉粒

4 明褐色土層 ローム徴粒+黒褐色土艦、径2固まで町ロームプロ， 1少量含む

5 暗褐色土層 黒褐色土中にローム徴粒J:<青む.径2岨までのロームプロック少量官む

炭化物位徹量含む

6 暗褐色土層 5層と同様だがローム粒やや多い、焼土佐微量含む

7 黒褐色土層 ローム徹粒少量含むが下方と6層との境部骨にやや多い

8 明鶴色土層 ローム町徴位ー径2園内プロッタ主体、暗褐色土粒')>量含む{貼り床栂成土}
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1 赤暗褐色境土層 幌土佐+黒儒色土粒、炭化調粒微量官む

2 焼土プロック

3 ハードローム町繊熱赤化プロ少タ

4 赤暗褐色焼土層 娩土並+ローム徹粒.炭化物粒徴量含む

5 品賞褐色土層 ローム微粒中に焼土佐多〈含む
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1 黒色土層暗褐色土粒斑状に少量宮む

2 黒褐色土層 暗褐色土粒斑状に事〈音む

3 明~貫褐色土層 ローム徴位主体、黒色土粒少量含む

4 明鍋色土層 暗褐色土粒+ローム徴小粒

5 暗禍色砂質帖土層 灰鍋色砂質粘土+黒色土粒

6 暗褐色砂質粘土層 5層と同様だがやや明るい

7 暗褐色土層 径1園内ロームプロ.，タ・砂質粘土少量含む

8 明褐色土層 ロームの徴位~径2聞のプロック主体、黒色士位少量音む(貼り床構成土}
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l 灰貫栂色砂質土層 砂質粘土+黒偶色士粒

2 灰貰褐色砂質土層 1層と同様だが矯砂粧徹量青む
3 赤黒褐色砂質土層 l層と同様だが娩砂粒少量含む

4 赤灰鍋色砂貿土層 砂質粘土+暗銅色士粒、焼砂粒穿〈含む

5 灰貫褐色砂層 黒色土粒少量音む

6 赤灰偶色砂層 5層が被熱赤化した部分

7 暗褐色砂質土層 黒色士粒+砂+ローム徴小粒{基礎構成土}
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(カマド)

l 黒補色砂置土層 黒褐色土中に賀補色砂質粘土~<、ロームの微粒ー径 5 凹のプロック少量含む

2 黄褐色砂質土層 黒褐色土粒少量含む

3 黄褐色砂質土層焼砂粒少量古む

4 黒働色砂質上層 黒褐色土中に砂質粘土少量宮む

5 黒褐色土居 4聞と同様だがやや黒い

6 赤栂色砂層 砂質帖土内被熱赤化した径3冊のブロ yク含む

7 赤黒偶色砂質土晴 雄熱赤化した砂質粘土中に黒褐色土粒少量含む

8 暗褐色砂質土層 砂質粘土+黒褐色土粒

9 黒掲色砂買土層 5層と同様だが赤化砂粒やや多い

10 貰褐色砂質土層 ローム粒中に灰貫色砂のプロ yク少量古む、住居壁崩落士の混入

11 赤貰褐色砂買土層 砂質帖土に赤化砂質粘土・黒掲色土粒少量含む

12 暗褐色士層 焼土焼砂粒少量含む(央床部の焼砂は掻き出されている)

13 *'貰褐色砂町士層 黄禍色砂質粘土が破熱赤化した部分

14 貰褐色砂質土層 串色上位少量含む

15 黒褐色砂買土層 黒色土中に砂質粘土・ロ ム粒少量古む

16 暗褐色t層 ロ ム町徴粒ー径2咽のブロック中に黒色土粒多〈含む(基礎部分)

(1/40) 。
4m 

(S 1 31 
l 黒褐色土問 暗備色土粒斑状に少量合む

2 明輯色上層 ローム微粒主体、径 1冊のプロック・黒色士粒少量含む

3 明欄色土層 2層と同様だがややローム粒多い

4 黒褐色上層 l層と同様だがややローム蚊婁い

5 明褐色土層 ロームの微小粒主体、黒褐色土桂少量古む

6 黒褐色土層 ロームの徴小粒・砂町粘土少量含む

7 黒褐色士~明縞色土層 ロームの徴粒~径3叩のプロック+鼎色 t層(貼り床構成土)

(1/80) 

S 103 第 5図

ソフトローム層への漸移層と考えられる明褐色土層が存在し、南端部では風倒木腐植土である黒色土層、

痕が確認された。近年の盛土層中から埴輪片が多数検出されたが、それより下層からは全く出土せず、遺

構の落込みも検出されなかった。現在の県立成田園芸高校校舎敷地部分にはかつて古墳群が存在していた

が、第二次大戦直後に重機によって整地され、その際に石棺や多くの埴輪が出土したという話が伝わって

この部分の盛土はその際のものであることが推測される。おり、

さらに道路これは東側の体育館の敷地、北側の校庭、なお、盛土以前の表土の標高は31m余であるが、

の標高とほぽ一致していることから、校舎の建つ部分はほぼ全体に盛土を挟んだ農園地区 (B区を含む)

部分であり、古墳のマウンドは削平されているが、周溝以下は存在しているものと考えられる。

B区

(第 4図、図版 2) 5 K01 

トレンチャーによってほとんどの部分が破壊されているが、直径70cm、長径60cm・短径40cm、直径20cm・

深さ10cmほどの浅い穴が並んで3か所検出された。覆土は焼土を多く含み、壁はロームが被熱硬化してい

B区南部で縄文土器片が多く出土しているので、縄文時代の炉跡と推測さた。遺物の出土はなかったが、

れる。

(第 4図、図版 2) 5 I 01 

B区東端部で検出された。東側の2/3ほどが調査区外である。主軸はN-20'-E、南北軸は3.4m以上、壁高

カマドは北側辺に位置するものは40cmを測る。壁溝をもつが、主柱穴も出入口施設も検出されなかった。

と推定される。極めて少量の土師器、須恵器片が出土したが、小片のため図示していない。住居形状や出

8世紀代の竪穴住居跡と考えられる。
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S I 02 (第 4図、図版 3) 

主軸はN-30-E、規模は長軸4.5m、短軸4.3mを測る。カマドは北辺の中央よりやや東寄りに位置する。

主柱穴は 4本で、台形状の配置となる。深さは50cm前後である。南側に南北方向に長い深さ20cmの浅い穴

があり、底が南側に傾斜していることから、住居の南辺側に木製の階段状施設が存在したことが推測され

る。壁溝は北西と南西隅で一部途切れる。カマドは上部が崩壊している。袖部に砂質粘土を使用している。

カマドの基礎(掘方)は、全体に浅く掘り下げたものである。北西壁に掛かつて長径60cmほどのピット、

右側袖下に深さ30cmの細い穴が確認されたが、性格は不明である。床面には顕著な硬化面は認められなか

った。遺物はカマド周辺部から多量に出土した。それらから 8世紀初頭の竪穴住居跡と考えられる。

S I 03 (第 5図、図版 4) 

主軸はN-880-W、規模は長軸3.2m、短軸3.1mを測る。カマドは東辺の北寄りに位置する。主柱穴は深

さ10cmほどの浅いピットが西側に 2か所検出された。南側には浅いピットが 1か所あり、床の硬化面がそ

こからカマド手前まで存在することから、このピットは出入り口施設と考えられる。壁溝は全周する。カ

マドは袖部分が砂質粘土で造られ、天井部が崩壊している。基礎(掘方)は床部分に浅い窪みが掘られて

いる。遺物はカマド付近から多く出土した。時期は、住居の形状や遺物から 8世紀初頭と考えられる。

S 001 (第6・7図、図版 5) 

B 区西側で検出された幅O.6m~1.9m、深さ O.3m~O.4mの溝でトある。主軸はN -170-Wで、現道路にほ

ぽ平行する。覆土は竪穴住居跡の中上層と同様の黒色土が堆積し、底部には 5cm~10cmの幅で硬化層が認

められた。この硬化面の存在から、この溝は道路としても機能したことが推測される。遺物は縄文土器の

ほか、下層から 8世紀初頭の土師器、須恵器が出土した。なお、常滑大窪の破片は確認面で出土したもの

である。覆土や遺物から、竪穴住居跡と同時期に存在した可能性も考えられる。

P01 ~ P04 (第 6図、図版 5) 

B 区北西部にはピットや土坑が集中する地区が存在する。 P01~P04は上端の長径70cmほど、短径40cm

ほどで、片側に直径20cmほどの中段、直径10cmほどの下端を有する。深さは30cm~40cmでトある。覆土は黒

褐色土である。本来の柱穴は中段以下で、上端の長楕円形は柱を引き抜いた際の掘込みと考えられる。

P05~ P08 (第 6図、図版 5) 

S D01の西側のピット群である。これらの上端は長軸1.4mと大きく、当初はその大きさから土坑と推測

していたが、下部でP01~P05同様のピットが検出されたために、柱引抜きの際に伴って上部が掘られた

ものと判断した。 P01~P08は建物の柱としては明確には並ばない。その形状や不規則性は、中世の集落

跡や城館跡で通常検出されるピット群と同様で、ある。また、 P08覆土上層から常滑こね鉢片が出土した(第

9図、図版 6)ことから、中世遺構と考えられる。

S K02~S K04 (第 6図、図版 5) 

いずれも深さ 5cm~10cmの浅い穴であり、土坑墓でもなく、

その性格は不明である。しかし、中世と考えられる柱穴群と

近接しており、これらとの関係があったものと推測される。
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第7図 S D01遺物出土状況



物遺土出111 

本遺跡出土遺物の破片数は次のとおりである。奈良時代以降は遺構別とした。

(縄文時代)チップ 3(黒曜石 2、 チャート 1)、石器3 (有舌先頭器 1、 石鉱 2) 早期土器 1、中期

土器 13(阿玉台 3、他 10)、後期土器 55(堀之内 7、加曽利B 16、粗製土器 6、他 26)<弥生時代)後

土師器坪 5、要 4、須恵器坪(古墳時代)埴輪 57、高坪 2<奈良時代~中世)<S101> 期土器 10

< S 103> 土師器杯 154、聾 383、須恵器杯 20、砥石 1、鉄製品 3(鉄鉱 1、鉄片 2)< S 102> 1、瓶 1

土師器坪 132、警 220、須恵器坪 15、カワラケ 3、常< S D01> 土師器杯 73、聾 25、須恵器杯 15

土師器坪 20、聾 56須恵器坪 6<B区一括>1 常滑こね鉢<P08> 滑大聾 1

次に時期別に記述することとする。

縄文時代・弥生時代(第8図、図版6) 1 

1は安山岩製の有舌尖頭器、 2・3は黒曜石製石鉱である。いずれも B区一括資料である。石器

4"-' 10は縄文時代後期、 11・12は晩期、 13・14は中期の土器片錘、 15は弥生後期である。土器
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4は縄文が沈線によって区画される口縁部で、堀之内式に比定される。 5は縄文、 6は半載竹管と条痕

の口縁部、 7• 8は縄文、 9は竹管による太沈線、 10は磨きと沈線による注目土器で、これらは加曽利B

式に比定される。 11・12は深い撚糸文で、晩期に比定される。 13は阿玉台式、 14は中期土器の胴部から底

部にかけての破片を再利用したものと考えられる。 15は弥生時代後期の壷の肩部である。

2 古墳時代(第9図、図版6) 

埴輪 16は朝顔形埴輪の口縁部、 17・18は円筒埴輪の透穴が一部残る部分であるが、突帯部分は欠損して

いる。 19は突帯部分が良好に残存するものである。突帯の形状から推測される年代は 6世紀前半である。
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第9図奈良時代以降の遺物
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3 奈良時代(第9図、第2表、図版6) 

21 "-'32・39"-'41はSK02出土、 33・34はSK03出土、 35"-'38はSD01出土である。

須恵器・土師器(21"-'38) 内容は第2表の奈良時代土器観察表に示す。 8世紀初頭の所産と考えられる一

群である。

第2表奈良時代土器観察表

挿図番号 遺構 種別 器種 遺存 口径 底経 器高 色 調 胎 土 外面調整 内面調撃 備 考

21 S 102 須恵器 杯 3/4 14.2 8.8 3.1 灰黄褐色 石英・長石微量

雲母片やや多量

22 S 102 土師器 杯 3/4 14.0 6.3 3.5 燈色 石英・長石・ ヘラ削り ヘラ磨き 内面に十字の線刻

黒色微位やや多量

23 S 102 土師器 杯 2/5 15.5 7.8 3.0 燈色~にぷい褐色 長石・石英粒やや多 ヘラ削り ヘラ磨き

24 S 102 土師器 杯 1/4 14.9 3.4 燈色 石英・長石・黒色 ヘラ削り ヘラ磨き

微量立普通量

25 S 102 土師器 杯 1/6 14.8 (外)にぷい燈色 石英・長石・黒色 ヘラ削り ヘラ磨き

~撞色 (内)横色 微粒少量

26 S 102 土師器 杯 1/10 15.9 (3.5) (外)にぷい燈色 石英・長石・黒色 ヘラ削り ヘラ磨き

(内)燈色 微粒少量

27 S 102 土師器 杯 1/8 14.8 (3.7) (外)燈色~にぷい 石英・長石・黒色 ヘラ削り ヘラ磨き

赤褐色 (内)燈色 微粒少量

28 S 102 土師器 坪 1/8 16.2 樟色 石英・長石・黒色 ヘラ削り ヘラ磨き

微粒少量

29 S 102 土師器 盤 1/1 18.8 4.0 浅黄横色~明黄褐色 石英・長石少量 ヘラ削り ヘラ磨き 内面全体に十字の

黒色微粒やや多量 線刻

30 S 102 土師器 費 口辺 (14.6) 笹色 石英・長石・黒色 ヘラ削り ヘラ削り

1/4 微粧普通量、 口辺部は 後横ナデ

白色針状物質微量 横ナデ

31 S 102 土師器 聾 口辺 (22.6) 櫨色 石英・長石・ ヘラ削り ヘラ削り

1/4 黒色微粒普通量 口辺部は 後横ナデ

白色針状物質微量 横ナデ

32 S 102 土師器 墾 口辺 (24.0) 後色 石英・長石・ ヘラ削り ヘラ削り

1/2 黒色微粒普通量 口辺部は 口辺部は

横ナデ 横ナデ

33 S 103 土師器 杯 3/4 15.5 4.7 (外)にぷい燈色 石英・長石・黒色 ヘラ削り ヘラ磨き

(内)明褐色 微粒少量

白色針状物質少量

34 S 103 土師器 杯 1/10 (14.8) 糧色 石英・長石・ ヘラ削り ヘラ磨き

黒色微位普通量

35 S 001 土師器 杯 1/3 (14.9) (3.5) 樺色 石英・長石・ ヘラ削り ヘラ磨き

黒色微粒普通量

36 S 001 須恵器 杯蓋 黄灰色 石英・長石多量

37 S 001 須恵器 杯蓋 1/5 13.0 6.4 黄灰色 石英・長石多量

雲母片多量

38 S 001 須恵器 杯 1/3 7.6 黄灰色 石英・長石多量 ヘラ削り ナデ

粒子大
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砥石(39) 砂岩製。長軸13.7側、短軸7.3cm、最大厚3.1仰を測る。使用面は 3面であるが、刃部を立てた

まま研いだ痕跡が12か所存在する。

土製紡錘車(40) 上径3.6cm、下径4.5倒、高さ3.9仰を測る。ほぽ半分が欠損している。

鉄鎖(41) 鯨先端部と茎先端部は欠損している。茎には木質が残存している。床面で検出された。

4 中世(第9図、図版6)

常滑片口鉢(42) P08出土である。注目部分が一部残る口縁部から胴部にかけての破片である。胎土は径

3阻までの長石・石英・灰色石粒を多く含み、内外面明赤褐色である。口縁部平坦面の張出しは顕著では

なく、 15世紀前半の所産と考えられる。

注

1 中野晴久 1994 I赤羽・中野「生産地における編年についてJJr中世常滑焼をおって 資料集』を時期判定の

参考資料とした。

IV まとめ

縄文時代 早期・中期・後期・晩期の遺物が出土しているが、主体となるのは後期の加曽利B式である。

成田安食線関連遺跡群でも後期が主体となる遺跡が多く、近接した下福田稲荷原遺跡、松崎播磨遺跡で加

曽利B式が多く出土している。

弥生時代成田安食線関連遺跡群では、弥生時代の遺構・遺物は検出されていないので注目される。

古墳時代 A区から出土した埴輪の時期は 6世紀前半と考えられ、成田園芸高校の西側に展開する上福田

古墳群の一部が校舎敷地内に存在したことが推測される。

奈良時代 竪穴住居跡や溝の時期は、その出土遺物から 8世紀初頭に比定される。同ー台地上の東側に位

置する松崎播磨遺跡で当該期の竪穴住居跡が1軒、烏内遺跡でも 1軒検出されており、関連が考えられる。

また、集落と同一時期と推定される溝は、道路としても使用された痕跡があること、現道と平行すること

などから、何らかの区画としての意味も考えられる。

中世 成田安食線関連遺跡群の上福田和田谷津遺跡、上福田保町遺跡、下福田稲荷原遺跡は、現在の上福

田集落の北から東側縁辺部に当たる。台地整形区画が検出された烏内遺跡は、現在の松崎の集落の東側縁

辺部に当たる。これらの遺構は集落本体の跡ではなく、墓域や耕地跡と考えられる。本遺跡は松崎の集落

の北側の縁辺部に該当する。こうしたことから、本遺跡の中世遺構が中世松崎集落(郷)に関係した可能

性も考えられる。
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図版 1

(1)航空写真

(2) B区全景



図版 2

(1) A区トレンチ

(2) S K01 

(3) S 1 01全景



(1)全景

(2)遺物出土状況

(3)カマド半載状況 (4)カマド掘方

図版 3

- S 102-



図版 4

- S 103-

(1)全景

(2)遺物出土状況

(3)カマド半載状況 (4)カマド掘方
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報告書抄録

ふ りがな なりたしまんざきとうばらいせき

書 名 成田市松崎遠原遺跡

副書名 千葉県立成田園芸高等学校情報科学科棟埋蔵文化財調査報告書

シリーズ名 千葉県文化財センター調査報告

シリーズ番号 第 282集

編 著者名 井上哲朗

編 集機関 財団法人千葉県文化財センター

所在地 干284 千葉県四街道市鹿渡809番地2 TEL 043-422-8811 

発行年月日 西暦 1996年 1月31日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所在地
調査期間 m 調査原因

町村 遺跡番号 。， " 。， " 

松まん崎ざ曹遠とうば原ら 千ち葉ぱけ県ん成なり田た市し
12211 060 35度 140度 1，044 建物建設

松まんざ崎きあ字ぎ遠とうぽ原ら 19950601'"'-' 
48分 17分

30秒 20秒
19950630 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松崎遠原 縄文 炉跡 土器・石器 加曽利B式主体。

古墳 土師器・埴輪 6世紀前半に推定される。

集落 奈良 竪穴住居跡・溝 土師器・須恵器・土錘 8世紀初頭に推定される。

鉄鉱・砥石

中世 土坑・ピット 常滑 15世紀前半に推定される。
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